
⽇本学術会議史学委員会 歴史学とジェンダーに関する分科会 

（第 25 期・第 1 回） 

議事要旨 

 

 

日 時：2021 年１月25日（月）10 時 00〜12 時 00 分 

場 所：オンライン（zoom）にて開催 

出席者：栗田禎子（世話人）・井野瀬久美恵・長志珠絵・海妻径子・木本喜美

子・京樂真帆子・久木田直江・久留島典子・小玉亮⼦・小浜正子・高橋裕

子・永原陽子・芳賀満・姫岡とし子・平野千果子・松本直子・三成美保・

桃木至朗・來田享子（19 名）  

  

（１） 本分科会の沿⾰および第 24 期の活動  

    第 24 期の役員（井野瀬・久留島・小浜・來田）から沿革および第 24 期

の活動および残された課題について紹介があった。  

（２） 役員選出  

以下の役員が決定した。 

委員長：長志珠絵 

副委員長：小浜正子  

幹事：高橋裕子・來田享子  

（３） 特任連携会員  

    今期のテーマにふさわしい専門家を特任連携会員とする手続きを進める。  

（４）第 25 期の活動⽅針  

    第 24 期における課題を踏まえ、市民教育におけるジェンダー史分野の貢献

を中心課題とし、博物館・アーカイブに着目する。  

（５）幹事会からの依頼への対応  

    第 24 期・第 25 期の役員がとりまとめる  

（６）次回分科会  

年度内に１回開催することをめざし、ゲストスピーカーによる講演を検討する。  

（７）その他  

委員から本分科会に関係する年度内の企画について広報があった。  

メールアドレスの共有およびメーリングリスト設置を行うことが確認された。  

  


